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アナトリアの初期農耕文化と偶像

一一チャタルフユック出土偶像の意味一一

丹司正子

チャタルフユックは，中央アナトリア南部に位置する前期新石器時代の

遺跡で，放射性炭素年代測定法により，ほぼ紀元前6500-5700年という絶

対年代が与えられている（図i)l：本稿は，このチヤタルフユツクから出
土している多くの偶像が，何を表わし，どのような目的で作られたのかに

ついて考察しようとするものである。

I.先史時代偶像に関する一般的解釈

先史時代の偶像は，地母神崇拝と関係付けられ，地母神像やその配偶神

像であるとされることが多い。この時，偶像は以下に示すような機能を表

わすものと考えられる。

1.豊鏡や自然創造の神秘を示す。

2.人間の子孫繁栄と存続を保証する。

3.人間や動物を病気から守る。

4.死者を保護し，死後の世界を治める。

5.狩猟・農耕・織物などを守護する。

これらの機能を表わす偶像の用途について， ドゥルは次の四つが考えら

れると述べているケヤなわち（1）祭儀，（2）護符，（3）呪術に用いられ，（4）一部

は神話世界の事象の説明に用いられた。

偶像の機能に関する上記の考えは，各地から出土している偶像の形態や

出士場所や，歴史時代初期の信仰形態を手懸りとして推定されたものであ
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る。形態では，動物との組合わせと出産の姿勢が重視されている。矢部分

が聖所と考えられる場所から出土していることが，偶像を神像と考えさせ

る最大の理由のようで、あるケ〉ラートは，女神像が頻繁に野生の動物像と

組合わされていることは，狩猟社会以来，狩猟の守護者であったことを反

映するものであるとし，また，穀物の山や穀物用の箱の中から発見された

偶像があることや，嗣所らしい建築祉に織物の図柄風の壁画があることか

ら，農耕や織物の守護神としての可能性も推察しているケ民像が死者や死

後の世界の守護神像であるという考えは，おそらく歴史時代のイシュター

ル神話などからの推測であると思われる。ティムメによれば，二つの頭や

上半身をもっ女性像（チャタルフユックにも 1例ある）は生と死というこ

つの事象を象徴するものである；7)

以上のように，偶像は宗教的に解釈されることが多い。しかし，これに

対してアッコーは，偶像のすべてが明らかに聖所と呼べる場所から出土し

ているわけではなく，神であることを示す明瞭な印もないことなどから，

すべての偶像を宗教的機能をもっ神像であるとは言い切れないと考え

る。そして，歴史時代のメソポタミアやアナトリアでしか確認されていな

い地母神崇拝が，旧石器時代以来，他の地域でも存続していたという仮定

に立つ宗教的解釈のみを採ることを避け，偶像が人形や玩具として，交換

呪術の道具として，あるいは技術指導や練習のために用いられた可能性も

あることを指摘したケ）

これまで示した解釈は，宗教的にしろ非宗教的にしろ，先史時代の偶像

全般について試みられたものである。一方，地母神像の系譜を辿る木村重

信は，旧石器時代と新石器時代の偶像を区別して捉えている。彼は旧石器

時代の岩陰浮彫りや丸彫りの女性像を論じる際に，「新石器時代の農耕社

会における，豊鏡の象徴である地母神の属性には超越牲があり，従ってそ

れは祈願の対象であったが，旧石器時代の女性像は妊婦の科学的表現で
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あって，特に丸彫りの女性像はサイズも小さく，一種の呪物と考えられる。」
(10) 

と述べている。

さて，チャタルフユックの偶像であるが，その形態や出土場所から考え

て，人間ばかりでなく動植物をも含めた生物の豊館・生殖・出産・死とい

うものと無関係であったとは考えられず，むしろ，それらと強い関わりを

もっていたのではないかと思われる。しかし，それが現実を越えた地母神

やその配偶神の像であり，崇拝や礼拝の対象であり得たという確信はない。

1 空間観念と偶像

偶像を地母神などの神像であるとするためには，それらを作り出した社

会において，彼岸観が確立し，超越的な存在に対する信仰が成立していた

ことが，まず仮定されなくてはならない。ここでは，チャタルフユックの

人々が保有していた空間観念について，埋葬法などから推察してみたい。

メラートは，チャタルフユックの埋葬形式は，ハジュラールやメルシン

などに代表される後期新石器時代や金石併用時代のアナトリアでは見られ

ず，パレスティナのナ卜ゥフ文化やそれに続く無土器文化のものと類似し
(11) 

ていると指摘している。チャタルフユックの埋葬法の特徴は次のように整

理できる。

1.赤色オーカーが塗られた遺骸がある。

2.床下埋葬である。

3.頭蓋骨埋葬が存在し，頭蓋崇拝の痕跡が認められる。

4.完全な形の遺骸もその頭の方向は一定ではないが，主に部屋の中央

部に向けられている。

5.二次埋葬が行われ，一年のある特定の時期に数体の遺骸がまとめて

埋葬された。

6.壁画や浮彫りは何層にも重ねられているが，そのほとんどは漆喰で
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塗り込められており，定期的な埋葬儀礼に関連して一時的に描かれた

と考えられる。

7.特別な構造をもっ建築祉は発見されておらず，祖霊または神々のた

めの永続的な霊廟は建てられていなかったと考えられる。

以上の諸特徴から，チャタルフユックでは霊魂観念の発生が認められ，

死者の世界は彼岸のものとなりつつあるが，それはまだ完全なものではな

く，此岸の世界と並列されている部分があり，神話の発生を促すようなも

のとはなっていなかったといえるであろう。

木村は，先史時代の空間観念の展開を，埋葬法から次のように説明して

いる。

1. I白石器時代から中石器時代の初期までは，死体は縛られていたり，

赤土が撒布されていたりする。また死体は炉辺に葬られた。これは人々

が現実を単純な並列，断絶のない継続としてとらえたことを意味し，

この世とあの世の区別がなく，超越的な存在に対する信仰とは無縁で

あった。

2.中石器時代中期になると，頭蓋骨埋葬が多くなり，しかも特別な場

所に，西を向けて葬られる。したがって，ここでは何らかの霊魂観念

の発生が認められ，死者の世界は彼岸のものとなる。

3.新石器時代になって，死者のための祭配が催され，祖霊ないしは神々

の住まう霊廟が作られるようになったとき，霊魂は肉体と完全に分離

して，彼岸に高まって別の世界に向かう。不可視的なものが不可視的

な世界に，つまり天に位置づけられたとき，神話が生まれた。

この木村の図式に従うならば，チャタルフユックの人々はヨーロッパの

中石器時代の人々と同程度の空間観念を保有していたということができ

る。中石器時代的な空間観念を暗示するものとして，さらに2種類の壁画

を挙げることができる。その一つである第V層と第匝層の狩猟図（図12）は，



アナトリアの初期農耕文化と偶像 25 

画面構成の意識だけではなく人物描写においても，中石器時代スペインの

レパント美術を想起させる。また第四層の火山と町を描いたと思われる壁

画（図13）には，近景と遠景を関係づけようとする意識が見られる。これ

らの壁画には，明らかに構図意識が働いており，現実空間から切り離され

た自由空間が獲得されつつある。しかし，表現の抽象化の傾向は顕著でな

し可。

上述のように，農耕村落共同体の最も古い遺跡の一つであるチャタルフ

ユックでは，埋葬形式や壁画から見て，旧石器時代とは明らかに異なり，

観念的空間意識が生長していたが，それは未だ前時代的なものであり，宗

教と言い得るもの一一ある特定の儀礼を行うに際し（例えば豊鏡や出産の

成功を祈念し），その原因を超越的な存在に求めようとする社会的な感情

規定 は成立していなかったと考えられる。すなわち，チャタルフユッ

クはエリアーデや木村がいうところの新石器時代的な空間観念の発展段階

に至っていなかったのである。従って，チャタルフユックの偶像を考察す

るに当って，「主な豊鏡神を特徴づけている牛の角は，大母神の標章であり，

新石器時代の文化において，牛の角のあらわれているところには，どんな

ところでも，豊鏡の大女神が君臨しているりというエリアーデの考え
(14) 

方や，地母神の系譜を辿り，新石器時代の農耕社会における女性像を祈願
(15) 

の対象として認めた木村の考え方に囚われる必要はないと思われる。

チャタルフユックの偶像が神像でないとすると，いったい何であったの

か。私は，これらはあくまでも人間の像であり，当時の人々が「人形（ヒ

トガタ）」として作ったものであると考えたい。このことは，以下の章で

示すように，偶像の特徴を踏まえ，第刊層（c. 6050 I 6070 -5880 B. C.) 

を境として認められる遺物の変化に注目することにより推察される。第VI

層を境とする変化は，農耕村落共同体であるチャタルフユックにおいて，

主たる生活手段としての狩猟が復活した可能性を暗示するものである。
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皿．偶像の特徴

メラートはその著書の中で，約50点のチャタルフユック出土の偶像を挙

げているが，発見された偶像のすべてが報告されているわけではなく，正

確な出土数は明らかではない。私は，アナトリア文明博物館所蔵の42点の

偶像を対象とした。 42点中34点は，メラートが報告書に掲載しているもの

で，第珊－II層の建築社内部から出土している。残り 8点は報告書に明示

されておらず，出土層等の詳細は不明である。また， 26点は大理石・アラ

パスター・石灰石などの石製で，高さは4.2-21. 5cmであり，残り16点は

粘土製で， 1点（16.5cm）を除き， 5～ 8cmの高さである。

本章では，個々の偶像の詳細は省略し，偶像の意味に関わると考えられ

る特徴について考察する。

i.男性像が存在する

チャタルフユックの偶像には生殖器が表わされていないため，性別がつ

け難いものもあるが， 42点のうち 6点が男性像であると考えられる（図2

-3）。これらはすべて第VI層以前の層から出土しており，その後の層か

らは全く発見されていない。アナトリア全体を考えても，その後ヒッタイ

トの暴風神テシュプが出現するまでの約4千年間，男性像はほとんど発見

されなくなる。

チャタルフユックの時代には，大地はあらゆる生命の母胎として，すべ

ての生の契機を含むものとして捉えられていた。従って，それは男性をも

女性をも含む両性的なものであったと考えるならば，そして女性像が，何

らかの意味で，大地と結び、つけて考えられていたとするならば，男性像も，

後の神話に従った属性をもっ男神像とは異なり，同時代の女性像と同様の

機能をもっていたと考えられるべきである。
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ii.動物を伴う像が存在する

1匹または2匹の動物を伴う偶像が8点ある。動物は2種類 牡牛と

ヒョウーーに限られている。男性像の場合，牡牛に跨っているもの（図2) 

とヒョウに跨っているもの（図 3）があるが，女性像では，動物の背に跨っ

ている例はなく，ヒョウを後ろから抱きかかえるようにして立っているも

の（図 4）と 2匹のヒョウの子供を抱いているもの（図 5），そして 2匹

のヒョウを両脇に従えて座っているもの（図 6）がある。

ヒョウに跨る男性像をメラー卜は，その体格から，成熟していない男神
(18) 

像すなわち少年神像と呼んだ。チャタルフユックでは，子供は母親と同所
(19) 

に埋葬されている例が多いことや，時代は下がるが，ヤズルカヤにある

ヒッタイトの岩面浮彫りに見られるような太陽女神へパトゥとその息子

シヤルルマの関iれどから推察して，もしこのヒョウに跨る少年像を女性
の範轄に入れて考え得るならば，チャタルフユックの偶像では，女性はヒョ

ウと，男性は牡牛と組合わされていたことになる。しかし，壁面浮彫りの

女性像は，牡牛の頭部像と組合わされていることが多く，チャタルフユッ

クにおいて，牡牛やヒョウが男女いずれかのシンボjレとされていたと断定

することはできない。共に，豊鏡や多産と関連した何らかの意味をもって

いたであろうと想像されるに過ぎない。

川．出産姿勢の女性像が存在する

メラートは第E層から出土した女性像（図 6）について，それは出産中

の女神像であり，足下にある丸い塊は彼女が産みつつある人間または動物

の頭であろうと説明している。これは明らかな証拠があるわけではない

が，興味深い説である。他に出産の姿勢にあると考えられている女性像は，

壁面浮彫り（図9）と，第百層と第V層の壁画に見出される。この点から

考えて，チャタルフユックの偶像は，地母神やその配偶神の像ではないと
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しでも，おそらく出産や生殖に関連したものであろう。

iv.着衣像が存在する（図 7) 

v.男女の生殖器が全く表現されていない

この二つの特徴は，チャタルフユックの偶像が，アナトリアの金石併用

時代や初期青銅器時代の便化された形態をもっ偶像（図 9-10）と大きく

異なる点である。後者は概して小さく，厚みは薄く，手足は胴体に収徴さ

れていることが多い。また，細部表現はほとんど省略されているが，大部

分が裸体像で，乳房や女陰などの女性的特徴がシンボリックに表現されて

いる。平板な身体に最も端的に女性を表現するためには，女性の身体的特

徴をボタン様の乳房や下腹部の三角形として表わすことが効果的である

が，そのためには裸体像であることが必要条件であったと思われる。小さ

く平板な金石併用時代以後の偶像は，護符として身につけられたり，壁や

）しかし，チヤタルフユックの偶像

が身につけられるようなものでなかったことは明らかである。それらは非

常に写実的である（図 5-8）。先のシンボリックな偶像のように，その

形態が何を意味するかというような吟味を必要とせず，より実在感がある。

この点から，チャタルフユックの偶像には，護符に対してよりもさらに現

実的な働きかけが行わねたのではないかということが暗示される。

Vi.頭部を欠く像が存在する

調査の対象とした偶像のうち， 19点の頭部が欠けている。破損した可能

性もあるが，しかし，破損したものならば，頭部だけが幾っか発見されて

もよいはずである。現に，後期新石器時代のハジュラールでは，粘土製偶

像の頭部が多く出土しており，その中には，頭部を欠く像にうまく接合さ

れたものもある。チャタルフユックでは，石製の2例を除くと，偶像頭部
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の出土は全く報告されていない。

チャタルフユックの頭部欠損像は次のように整理することができる。

1.粘土製偶像に多い。

2.女性像の範轄に入るものである。

3. ヒョウと組合わされた偶像のすべてである。

4.第百層以後の層に多い。

29 

4点の石偶と15点の粘土製偶像の頭部が欠けているが，粘土製偶像の場

合，対象としたもののうち 1点を除くすべてが頭部を欠いている。また，

図3の少年像を，前述のように女性像のグループに入れて考えるならば，

頭部欠損像19点はすべて，女性像の範薦に入る。石偶の場合，頭部を欠く

ものは4点だけであるが，第困層から出土した偶像は，同時期の粘土製偶

像に近い形の肥満女性で，残り 3点はヒョウと組合わされている。

偶像の外に，壁面浮彫りの女性像もその大半が頭部を欠いている。さら

に第V層の狩猟図壁画に描かれている 5人の女性像のうち，メラートが出

産の姿勢にあるとした 2人の頭部が不明瞭である。壁画については，顔料

の剥落や槌色ということも考えられるが， トッドは，壁面浮彫りの女性像

の頭部は故意に削り取られた痕跡があると述べており：なは，偶像頭部も

故意に切り取られたのではないかと考える。

さて，メラートの報告に従うと，チャタルフユックには頭蓋崇拝が存在

したと考えられる。メラートは，チャタルフユックでは二次埋葬が行われ

(25) 

ていたことを報告している。赤色オーカーやその他の顔料で彩色された遺

骨の存在や，骨の数や位置の混乱が，二次埋葬を示唆している。そして，

その埋葬法を暗示するものとして，第唖層の壁画（図14）を挙げることが

(26) 

できる。黒一色で描かれたこれらの壁画は，巨大なハゲ？タカが頭のない人

間に襲いかかろうとしている図である。これは，チャタルフユックの人々
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が彼らの葬送の方法を描いたものであり，死者は頭部を切り離され，巨大

なハゲタカの集まる場所で鳥葬に付されたのではないかと考えられる。一

方，切り離された頭部は，最終的な埋葬が行われるまで，きっとある一定

の場所に安置されていたのであろう。その安置場所を暗示するものが第百

層の壁画（図15）である。チャタルフユックの人々は，おそらく，頭部に

は首から下の身体とはちがった特別な意味を与えていたにちがいない。

烏葬または他の何らかの方法で肉の除去が行われた遺骸は，ある一定の

(27) 

時期に，建物の床下に葬られた。第四層のハゲタカの壁画のある建築祉で

は， 4個の頭骸骨が床下にではなく，プラットフォームの上に置かれてい

(28) 

た。この4個の頭骸骨は，壁面に描かれている頭のない人物と関係がある

のではないかと考えられる。

オーカーを塗布された遺骸は，特に第咽一日層に多く発見されている。

体全体に彩色されているものと，部分的に彩色されているものとがあり，

特に頭蓋骨は入念に彩色されていることが多い。中には彩色された上に眼

(29) 

に紅海産の巻き員が厳め込まれている例もある。これはPPNB期のイエ

リコやテルラマドで発見されているものと同様の形式であり，頭蓋崇拝の

存在を示唆すると考えられる。

チャタルフユックでは，上記のような頭蓋骨の外に，漆喰で作られた牡

牛や牡羊の頭部像が多数出土している。本物の牛角が使用されていること

が多く，墜に取り付けられていた。これは，牡牛などが儀礼的に重要な意

(3J) 

昧をもっていたことを示すといわれているが，牡牛やその他の動物の存在

そのものが，頭部に集約されていたことを示すものである。チャタjレフ

ユックの人々は，人間や動物の生命はその頭部にこそあると信じていたの

ではないであろうか。

では，なぜ，生命を集約している重要な頭部が，第VI層以後の偶像から

切り落されなければならなかったのであろうか。女性偶像の頭部を切り取
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り，浮彫り女性像の頭部を削り取ることに，どのような意味があったので

あろうか。

N.第四層における変化

偶像を概観すると，第VI層を境として，次のような変化を見出すことが

できる。

1.材質が石から粘土に変わる。

2.男性像が全く出土しなくなる。

3.動物（おそらくヒョウの子供）を抱く像（図5）が， 1点ではある

が第皿層に出現する。これは，後期新石器時代のハジュラールへ続く

ものとして，一つの変化とみなされる。

4.頭部を欠く像が多くなる。

以上の偶像の変化に加え，他の遺物にも第X園 町層と第V-0層の聞

では次のような変化が見出される。

1.壁面浮彫りの女性像や多数の乳房を並べたような浮彫りが見出され

なくなる。

2.巨大な牡牛の陰刻やヒョウの浮彫りが全く見出されなくなる。

3.漆喰で作られた牡牛や牡羊の頭部が見出されなくなる。また，牡牛

の角が何対も据えられたベンチも第羽層で終わり，第v－困層では1

対の牡牛の角を付けた低い柱状のもの（Bucranium）がわずかに見出

されるだけである。

4.幾何学文様や手形や花などのシンボリックな図形の壁画に変わって，

第V層では狩猟図壁画が突然に現われ，第百一困層にも同様の図が発

見される。これらの狩猟図では，比較的写実的な牡牛や赤鹿やその他

多くの動物が，かなり図式化された多くの人物像と共に，一つの画面

を構成している。
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5.土器の使用が一般的となる；当XII層以後の全層から土器は出土し

ているが，第V層以後に数量が増大し，一般的使用が認められる。

6.石器が著しく増加するプ特lこ有茎ポイントやエンドスクレーパーな

どの増加が注目される。

偶像以外の変化として，以上の6点を挙げたが，さらに埋葬法に関して，

次の2点を付け加えることができる。

1.赤色オーカーを塗布したり撒布した頭蓋骨や遺骨の多くは，第咽－

H層で発見されているア）

2.乳幼児の埋葬例は，第V-II層では全く見出されなくなり，子供の

埋葬例も非常に少なくなるブ）

以上に示した，第百層を境とする変化を，本稿では，紀元前6千年紀初

頭のチャタルフエックにおける社会経済的状況に関連づけて考えてみた

い。

v.人口問題と生活手段の動揺

チャタルフユック第百層に居住した人口を，アンゲjレやメラートは，建
(35) 

築祉と埋葬の数から， 5,000～6,000人と算定した。しかし，チャタルフユッ

クの発掘が遺丘全体の30分の 1以下しか行われていないことや，発掘地区

が嗣所などを多く含む特別地区であった可能性があることや，そして一時

期に人々が遺丘全体に亙って居住していたとは考えられないことから，発

掘地区で推定される人口を遺跡全体に敷宿することは難しいとして， トッ
(36) 

ドは5,000-10, 000人という大巾な推定しかできないとする。

一方，チャタルフユックの人々は，遺丘を中心とする約7850haの占有

地内に，約7,500 haの耕作可能な土地をもっていたと考えられてい
(37) 

る。休閑地システムを仮定し，年間ヘクタール当り600kgの穀物が生産さ
一（38)

れ，人口 1人当り300kgの穀物を必要としたというアランの不唆を受けて，
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トッドは，チャタルフユックの耕作地は約7500人の人口を支えることがで
(39) 

きたと考える。さらにトッドは， 5000-6000人の人々に十分な動物性蛋白

質を供給するためには， 1日に3頭の牛または50頭の羊や山羊を必要とし

たが，家畜を絶滅させることなく年間1,000頭以上の牛を殺すことができ

る程多くの家畜を餌育していたとは考えられないことや，日々の肉の摂取

量が後期旧石器時代の最適条件の 5分の lであったというアンゲルの分

折を考慮して，チャタルフユックという村落共同体の許容人口は5,000-

7,000人で、あったと結論している；41)

また，アンゲルは，人骨資料の分折から，年に0.8%という人口増加率
(42) 

を推定した。これは，もし紀元前6500年頃に約50人が居住を始めたとする

と，紀元前5800年頃にその人口は，この地域の許容限界に達することを示

唆するものであるとして， トッドは，チャタルフユックの文化の転換点を

紀元前6000年頃に置いているケ役によれば，チヤタルフユックという居住

区は，人口増加のため飽和状態になり，最終的には紀元前5600年頃に放棄

されるが，その兆しは既に紀元前6000年頃（第四層）に現われ始めていた

ことになる。これは，あくまでも，限られた人骨資料による形質人類学的

分折と現代の地質学的調査を基にした仮説である。しかし，発掘調査が中

断されている現段階においては， トッドの説は説得力のある仮説として認

め得るであろう。この仮説を支持する材料として，第V-III層の狩猟図壁

画を挙げてみたい。

前章で挙げたように，第百層までの壁画のほとんどは，幾何学文様や花

や手形などの繰り返しであった。それが第V層になって突然に，完成され

た形の狩猟図が描かれたのはなぜであろうか。これらは模擬狩猟の図とも

考えられるが，たとえそうであったとしても，それまで取り上げられなかっ

た狩猟が主題とされていることに変わりはなく，第百層の後，何らかの理

由により，人々の関心が狩猟に向けられたことを示唆するものである。
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許容人口という観点からトッドがいうように，「チャタjレフユックは，

第百層の少し後に燃え尽き始めている；九いう状況が考えられるならば，

当時の人々にとって，人口増大に伴う食糧確保は大きな問題であったにち

がいない。しかし，農業生産性を革新的に高めたと思われるような改良の

跡は何ら残されておらず，従来の穀物生産や牧畜だけでは，急激に増大す

る人口に十分な食糧を供給することはできなかったと考えられる。そこで，

人々は古い生活手段である狩猟に再び力を入れざるを得なかったのではな

いであろうか。人々が食糧確保のために狩猟の必要性を再認識し，それま

で農耕や牧畜に対して従属的で、あった狩績か改めて活発化した時代を暗

示するものとして，第v-m層の狩猟図壁画を捉えることができる。
狩猟の活発化は，壁画の外に，矢尻や槍先に用いられた有茎ポイントや，

皮なめしの用具として推測されるエンドスクレーパーなどの石器の著しい

増加によっても暗示される。また，第V層と第匝層の典型的な狩猟図があ

る建築牡で，男性の埋葬跡が発見されなかったケ）このことは，狩猟に出か

けて戻らなかった男達のために狩猟図壁画が描かれたのではないかという

想像を促すものである。

しかし，チャタルフユックの人々にとって，狩猟による生活維持はそれ

程容易ではなかったと思われる。アンゲルによる歯の分折も，肉の摂取量

の増加を示してはいない。すなわち，新石器革命を経験し，農耕牧畜生活

を営んで久しいチャタルフユックでは，その生活環境が旧石器時代とは非

常に異なっており，人口増加と食糧不足に際して，狩猟という古い生活手

段を取り戻す努力が払われたものの，もはやそれは不可能であり，第百層

以後の社会は大きく動謡し・ていたと考えられる。

百．「人形（ヒトガタ）」としての偶像

農耕や牧畜，そして狩猟によっても，人口を維持するに足る十分な食糧
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を確保できないとき，人々は人口増加を抑える努力を余儀なくされたにち

がいない。間引きということも考えられるが，より肝心なことは，子供を

産まないことである。子供を産まない方法のーっとして，女性の出産能力

を断つことが考えられる。先史時代や未開社会では，女性は母性であるが

故にその存在価値が認められていることが多い。そうした場合，女性の出

産能力を断つことは，すなわちその生命を断つことでもある。しかし，出

産能力のある女性や多産の女性に対して，実際に死を要求することが可能

であったとは思われない。そこで考えられたことが，女性の，特に妊婦の

形をした偶像を捜すことだったのではないであろうか。先述したように，

生命は頭部に集約されていた。従って，偶像も頭部を切り落されてその生

命を失い，そして首から下の部分は，その証として残されたのである。代

理である偶像の頭部を切り落された女性は不妊となり，妊婦も出産するこ

とができなくなったのである。壁面浮彫りの女性像も，同様の理由から頭

部を削り取られたと思われる。

以上に述べてきたことから，チャタルフユックの女性像，特に頭部を欠

く女性像の意味を考えるとき，次のような仮説に導くことができる。すな

わち，チャタルフユックの女性像は，それぞれが表情や姿勢を異にしてい

ることから考えて，その多くは妊婦である特定の個人を象ったものであり，

そしてその身代わり像の頭部を切り落すことにより，実在の女性の不妊や

出産の不成功が約束された，と。これらの女性像は，個人に関わる現実的

状況を引き出すために行われた呪術儀礼において使用されたものであり，
ー（48)

ここに「人形（ヒトガタ）」としての機能を見出すことができる。しかし，

この背景には，豊能や生殖のイメージとしての偶像が存在する。第百層以

前の完全な形の女性像や男性像は，豊鏡や生殖に対する肯定的な立場から

作られたものと考えられる。

第H章で述べたように，チャタルフユックは農耕村落共同体という新し
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い社会形態を獲得してはいたが，人々が有していた空間観念は，ヨーロッ

パの中石器時代的なものであり，新石器時代以前の要素を未だ強く残して

いた。だからこそ，この遺跡から出土する偶像も，新石器時代的な尊崇の

対象としての神像ではなく，中石器時代的な呪物としての「人形（ヒトガ

タ）」だったのである。
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10.双偶（ 5対） Alaca H世yiik c. 2500～ 2200 B.C.金。

（以上2～10は，アナトリア文明博物館所蔵。写真は大村次郷氏）

11.壁面浮彫り女性像 y atal Hiiyiik VlI. 23 漆喰（J.MELLAART,<;atal 
H詑yuk,pl. VJ! ) 

12.壁画（狩猟図） 9atal Hiiyiik FV.l (J.MELLAART, AnStXVIく1966)-
'pl. LI) 

13.壁画 yatal Hiiyiik VlI.14 (J. MELLAART, <;atal H託ynk'pl.60) 
14.壁画 Catal Hiiyiik VlI. 8 (ibid., pl. 49,) 

15.壁画（模写） yatal Hiiyiik VIB.l (I. A. Tooo, <;atal H首メi.kin Perspec-
tive.，くCalifornia,1967'.>, Fig. 35) 
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